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 要 旨   

 

医療従事者と患者の間の有効なコミュニケーションは、患者と医療専門職の関係性の発

展にとって重要である。多くのバリアがコミュニケーションに影響する。そして、それ

が、しばしば患者の理解と情報の保持の不足をもたらす。特に生活様式習慣（例えばアル

コール消費と喫煙）に関して影響を及ぼすアドバイスにおいて顕著である。 

アルコールと喫煙誤用は、潜在的に修正可能な危険因子であり、種々の消化器病の条件

に影響を与えることができ、これに関して患者とのコミュニケーションを改善すること

は重要な対処の構成要素である。 

この総説は、これらの因子の臨床重要性について、そして、ヘルスケア専門家がコミュ

ニケーションをどのように改善できるについて述べる。 

我々は、医学訓練を通して言語伝達技術を強化することがどのように患者満足度と治療

とアドバイスへのアドヘランスに大きな結果に至るかについて話し合う。加えて、社会の

迅速なデジタル技術の普及で、ソーシャルメディアとスマートフォンのようなプラット

フォームが、従来の形のコミュニケーションの補助となる可能性がある。 
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